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中学理科プリント（過去問類似）
天体・宇宙・環境

名前 得点
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問1 天体の学習において、教室を宇宙、中心に立つ人を地球上の観察者に見立てたモデルを利用することがあります。このモデル
において、観察者の頭上の方向を地軸の北側の延長である北極点としたとき、観察者から見た「方位」を決定する基準とし
て、足元の方向が指し示す方位は何になりますか。 （2019年　長野公立入試　類似）

1.  南 2.  北 3.  東 4.  西

問2 天体望遠鏡に太陽投影板を取り付けて太陽を観察した際、投影された太陽の像の中に黒い斑点（黒点）が確認された。この黒
点について説明したものとして、最も適切なものを選びなさい。 （2024年　広島公立入試　類似）

1.  太陽の表面のうち、周囲よりも
温度が低いために黒く見える部分
である。

2.  太陽の表面のうち、周囲よりも
温度が高いために黒く見える部分
である。

3.  太陽の表面を通過している、太
陽系外からやってきた小さな惑星
である。

4.  太陽の光をさえぎっている、地
球のまわりを回る月などの衛星で
ある。

問3 日食が起こるときの、「太陽・地球・月」の三つの天体の位置関係と、そのときの月の満ち欠けの名称の組み合わせとして正
しいものはどれですか。 （2025年　秋田公立入試　類似）

1.  太陽・月・地球の順に並び、月
は新月の状態にある

2.  太陽・地球・月の順に並び、月
は満月の状態にある

3.  月・太陽・地球の順に並び、月
は上弦の月の状態にある

4.  太陽・月・地球の順に並び、月
は満月の状態にある

問4 地球は地軸を中心に西から東へ自転しており、この動きによって天体は東から西へ動いて見えます。ある日の夕方（日没時）
に、南の空にちょうど半分だけ右側が光る「上弦の月」が観察されました。このあと地球の自転が進み、この月が西の地平線
に沈むときの、地球上の観測者の時刻（タイミング）として最も適切なものはどれですか。 （2015年　岡山公立入試　類似）

1.  真夜中 2.  明け方 3.  正午 4.  夕方のまま変わらない

問5 ある観測地点において、夏至の日の太陽の南中高度を測定したところ77.5度であった。地軸の傾きを23.4度とするとき、この
観測地点の緯度を求めなさい。 （2020年　福井公立入試　類似）

1.  北緯35.1度 2.  北緯35.9度 3.  北緯54.1度 4.  南緯35.9度

問6 太陽系の惑星のうち、主に水素やヘリウムで構成されており、周囲に氷や岩石の粒でできた巨大な環を持つ天体は何か、名称
を答えなさい。 （2024年　鹿児島公立入試　類似）

1.  土星 2.  木星 3.  天王星 4.  海王星

問7 日本のある地点において、透明半球の中心を観測点として、春分の日の太陽の動きを朝から夕方まで記録しました。このと
き、太陽がのぼる位置、最も高く上がる位置の方位、および沈む位置の組み合わせとして最も適切なものはどれですか。 （2015

年　富山公立入試　類似）

1.  真東からのぼり、南の空で最も
高くなり、真西に沈む。

2.  南東からのぼり、南の空で最も
高くなり、南西に沈む。

3.  真東からのぼり、天頂（真上）
で最も高くなり、真西に沈む。

4.  北東からのぼり、南の空で最も
高くなり、北西に沈む。

問8 太陽を中心とした同心円状の公転軌道において、金星が地球から見て太陽の左側（東側）に位置しているとき、地球からの見
え方として正しい説明はどれですか。地球の自転が北極側から見て反時計回りであることを考慮して答えなさい。 （2022年　長崎公立

入試　類似）

1.  太陽が沈んだ後の夕方、西の空
に観察される

2.  太陽が昇る前の明け方、東の空
に観察される

3.  太陽が南中する昼間、天頂付近
に観察される

4.  太陽と反対側に位置するため、
真夜中に南の空で観察される

問9 日本のある地点において、夏至の日の正午に、水平な地面に対して11.6度の傾斜をつけて設置された太陽電池パネルに、太陽
光が垂直に当たった。この地点の緯度を求めるための考え方として正しいものを選択しなさい。ただし、地軸の傾きを23.4度
とする。 （2019年　長崎公立入試　類似）

1.  パネルの傾斜角と南中高度の和
が90度になることを利用し、南中
高度78.4度から緯度35度を導き出
す。

2.  太陽光が垂直に当たることか
ら、パネルの傾斜角がそのままそ
の地点の緯度である35度と等しく
なる。

3.  夏至の日は太陽の南中高度が緯
度と等しくなるため、パネルの傾
斜角11.6度を90度から引いて緯度
を求める。

4.  地軸の傾き23.4度とパネルの
傾斜角11.6度の差が、その地点の
緯度35度と等しくなる性質を利用
する。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
南

地球の自転軸（地軸）の北側の延長線上の点を北極点、南側の延長線上の点を南極点と呼びます。
モデルにおいて頭上の方向を北極点（北）と定義した場合、その真反対にあたる足元の方向は南極
点、すなわち方位としては南を指すことになります。

問2 答え 1
太陽の表面のうち、周囲よりも温度が低
いために黒く見える部分である。

太陽の表面温度は約6000℃であるが、黒点は約4000℃と周囲に比べて温度が低いため、相対的に
黒く見える。黒点の観察は、太陽が自転していることや、活動の活発さを知る手がかりとなる。

問3 答え 1
太陽・月・地球の順に並び、月は新月の
状態にある

日食は太陽と地球の間に月が入り込み、太陽の光を月が遮ることで発生します。したがって、位置
関係は太陽・月・地球の順になります。このとき、地球から見ると月に太陽の光が当たっている面
が見えないため、月は必ず新月の状態になります。

問4 答え 1
真夜中

地球の自転により、天体は約6時間で方位を90度移動させて見えます。夕方に南中（南の空に位
置）していた月は、そこから地球が90度自転した「真夜中」の地点に観測者が移動したとき、相対
的に西の方位へと沈んでいくことになります。上弦の月は太陽の90度東側に位置するため、この関
係が成立します。

問5 答え 2
北緯35.9度

夏至の日の南中高度は、「90度 － その地点の緯度 ＋ 地軸の傾き」という式で求めることができ
る。この問題の数値を当てはめると、77.5 ＝ 90 － 緯度 ＋ 23.4 となり、これを緯度について解
くと、緯度 ＝ 90 ＋ 23.4 － 77.5 ＝ 35.9 となる。日本のような北半球の観測地点を想定してい
るため、北緯35.9度が導き出される。

問6 答え 1
土星

土星は木星に次いで太陽系で2番目に大きな惑星であり、主成分は水素やヘリウムの気体である。
最大の特徴は、氷や岩石の微粒子が円盤状に集まってできた巨大な環を持っていることであり、こ
れは望遠鏡でも観察することができる。

問7 答え 1
真東からのぼり、南の空で最も高くな
り、真西に沈む。

春分の日は、太陽が地球の赤道の真上に位置するため、地球上のどの地点（極地を除く）でも太陽
は真東から昇り、真西へと沈みます。日本のような北半球の中緯度地域では、太陽は南側の空を通
って南中するため、軌跡は南に傾いた弧を描きます。

問8 答え 1
太陽が沈んだ後の夕方、西の空に観察さ
れる

金星が太陽の東側（左側）にあるとき、地球の自転によって太陽が西の地平線に沈んだ後も、金星
はまだ地平線より上の高い位置に残っています。そのため、日没後のわずかな時間、西の空に「よ
いの明星」として観察されることになります。

問9 答え 1
パネルの傾斜角と南中高度の和が90度
になることを利用し、南中高度78.4度
から緯度35度を導き出す。

太陽光がパネルに対して垂直に当たっているとき、パネルの傾斜角と太陽の南中高度を足すと90度
（直角）の関係になる。まず、90 － 11.6 ＝ 78.4度 がその地点の夏至の日の南中高度であると判
明する。夏至の日の南中高度を求める公式「90 － 緯度 ＋ 地軸の傾き」に当てはめると、78.4 ＝
90 － 緯度 ＋ 23.4 となり、これを解くことで緯度35度が導かれる。


